
2 学期 始業式 
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まだ暑い日が続きますが、夏休みはいかがお過ごしでしたか？私も久しぶりに講習な

ど行い、忙しくも楽しい夏を過ごしました。みなさんの元気そうなお顔を見て安心する

とともに、また 2 学期が始まることに心して臨んでいます。3 年生は自分の進路に向け

て、そのエネルギーを集中させる時が来ました。2 年生はこれからとても忙しい時期。

修学旅行や科目選択があります。1 年生もいよいよ学校の中心的存在として意識を持っ

てください。まずは記念祭に集中！ 

 

1 学期終業式に交通安全の話をしましたが、何とその翌日 7 月 21 日に近隣のお年寄

りから苦情がありました。まさに自転車の乗り方が危ないということでした。夏休み中

8 月 26 日（土）の夕方にも校門から勢いよく飛び出してきた 3 台の自転車に接触しそ

うになり、けがをしたと苦情がありました。こういうことを言われているうちはダメね。

たとえ自分が行けると思っても、反射神経も認知能力も落ちている、お年寄りからすれ

ば危機的な状況。ぶつからなくても転んで怪我をする。 

やさしさって、イマジネーションだと思う。相手がどのような立場に置かれているの

か、想像する、理解する、そこに相手に迷惑をかけまいという気持ちが芽生える。そし

て相手のことを考えてあげる、配慮してあげることができる。 

言われなくて済むことは、言われないようにしましょう。これ、私のポリシーです。

言われる必要がないことを人に言わせない。言われたくないことを言わせない。言われ

てしまったら、言わせた自分が負け、ということです。つまり、言われている間は自立

していない。言われなくなった時、そこに自立がある。 

 

京王線の車内、「手すりに手を入れないでください。」おそらくは、手すりの部分に手

を突っ込んだ人がいて、急停車か何かの拍子にけがをして、トラブルになったのでしょ

うか。とある公衆トイレの洗面台。「ここで髪を洗わないでください。」おそらくは、髪

を洗った人がいて、抜けた髪が洗面台に詰まったのでしょうか。焼き芋の保温機、「無

暗に袋を開けないでください。」無暗でなければよいのか？バスの運転席、みだりに運

転手に話しかけないでください。みだりに？駅の待合スペース、「喫煙、飲食、飲酒、

及び居座り行為を禁止します」。世の中、うるさいなあと思います。でも、そんな不愉

快な行動がなければ、無用な注意書きは生まれないはずです。あきらかに、言われなく

ていいことを言わせている例ばかりです。 

 

さて、この夏、特にスポーツの世界は熱かった。男子バスケットボールのワールドカ

ップ、対フィンランド戦の逆転勝ち、見ましたか。大興奮でしたね。世界陸上での健闘



ぶり、やり投げの北口選手の満面の笑顔が心に残ります。笑顔と言えば、夏の甲子園大

会、高校野球では、慶応高校の活躍が印象に残っています。「必笑」溌溂とした球児た

ち。でも、どこか違う、そう思った人も多かったはずです。高校野球というと、坊主頭

が定番、私もそう思っていましたが、慶応の選手たち、土浦日大も同様、髪の毛がフサ

フサ。表情がまた明るく、悲壮感がない。野球を心から楽しんでいる。円陣を組んで笑

顔で空を見上げている。きっと、Touch the Sky!って、言っているんだ！！！プレイ自

体もセオリーに囚われず、むしろセオリーからかけ離れたものも多かったようです。 

監督は、勝利至上主義よりも成長至上主義、考えさせる野球の実践。丸刈り頭ではな

く自由な髪型など、これまでの常識を覆したいと頑張ってきた。合言葉は、エンジョイ

ベースボール！まさに楽しみながら、高いレベルで考え、限界まで鍛錬してきた様子が

見て取れました。 

慶応高校はトップクラスの進学校。卒業生の多くは慶応義塾大学に行く男子校で、自

由な校風。校則がない。あるのは、時間のきまりくらい。校則なんかなくても、自然と

ルールを守る。豊多摩と同じですね。個室トイレに二人で入ってはいけないという規則

があるとか。昔ながらの喫煙防止策でしょうか。 

慶応高校の森林監督は、指導者から言われたことだけをやるだけの人材は、これから

の世の中あまり必要とされないと言っています。サイン通りに動くことをよしとするの

なら、それは人を育てることにならない。同感です。私もこれまでたくさんの人とさま

ざまなお仕事で関わってきました。「なんでも言ってください。どんなことでもやりま

すから。」こういう人はあまり信用しません。だって、言われなければ何もしないって

ことでしょ？自主的な動きが望めませんから。 

 

まとめましょう。 

言われなくてよいこと、言われていやなことを人に言わせない。そこに自立がある。 

人に言われてから、はじめてするようでは、すでに遅い。自主的に動け。 

そして、イマジネーション！人にやさしくあってほしいと願っています。 

 

2 学期も、伸び伸び、生き生きと。Touch the Sky! 


